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人
人
人
帯

　　人口の動き

　　6月1日現在

男　　　5．934
女　　　6、128

計　　12．062
世帯数2．593世

、

所　川西町役場　発行者　川　西　町　〈町長　中村壮吉＞　　　　　鵬｝隅　6●》》、
人　星名四郎　印刷所　自南風社　定　価　1部5円
所
人
行
集
発
編
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團
六
月
の
行
事

　
一
日
　
農
協
合
併
会
議

　
二
目
　
午
害
対
策
打
合
せ
会
議

　
三
日
　
調
理
師
会

　
　
　
桐
山
合
併
行
事

　
四
日
　
歯
の
衛
生
週
間

　
　
　
第
三
回
県
民
ス
ポ
；
ツ
の
日

　
七
日
　
計
量
記
念
日

　
　
　
小
学
校
連
合
体
育
大
会

…
…
…
≡
一
≡
＝
＝
一
…
＝
…
≡
＝
≡
…
一
＝
＝

　
開
眼
検
診

・
視
覚
障
害
者
の
う
ち
、
白
内
障
手
術

舞
腰
移
植
に
よ
っ
て
聞
眼
で
き
る
対
象

者
を
把
握
す
る
た
め
調
査
を
実
施
中
で

す
。
身
体
障
害
者
手
嬢
を
所
持
し
な
い

か
た
で
、
該
当
者
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

六
月
十
五
臼
ま
で
に
役
場
衛
生
係
か
社

会
係
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
帳
所
持
者
は
直
接
調
査
い

た
し
ま
す
（
昨
年
調
査
者
を
除
く
）

　
消
防
団
へ
寄
附

　
木
落
の
環
P
良
平
さ
ん
は
、

消
防
団
に
永
年
勤
務
し
、
昨
年

退
職
さ
れ
た
が
こ
の
ほ
ど
退
職

金
の
中
か
ら
町
消
防
事
業
の
一

助
に
と
五
千
円
を
寄
附
さ
れ
た
。

　
善
意
の
灯

（
そ
の
一
）
　
平
野
倉
吉
さ
ん

ー
山
野
田
1
は
老
令
福
祉
年
金

を
受
領
の
つ
ど
、

九八
日日

＋
｝
百

＋
八
日

二
＋
日

一
壬
昔

一
王
倉

一
天
～
二
究
日

＝
≡
二
＝
≡
＝
≡
三
一
三
≡
…
＝
三
≡
≡
一
…
＝

の
危
険
カ
所
に
「
あ
ぶ
な
い
・
と
ぴ
だ

す
な
」
　
「
い
つ
た
ん
と
ま
れ
」
の
標
識

　
七
十
本
を
設
置
す
る
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
十
一
月
に
青
少
協
が

調
査
し
、
町
の
交
通
対
策
協
議
会
に
設

置
を
依
頼
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
町
内
嘱
託
員
あ
て
設
置
を
依
頼
し
た

　
　
　
　
　
　
ヨ

が
、
標
柱
の
打
ち
立
て
に
つ
い
て
は
地

区
の
皆
さ
ま
の
協
力
を
お
願
い
し
鳩
穿

　
　
日
赤
社
員
増
強
結
果

　
　
　
　
　
　
そ
の
一
部
を
町
の
社

会
福
祉
事
業
に
と
寄
附
さ
れ
、
関
係
者

一
同
に
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

（
そ
の
二
）
　
清
水
正
文
さ
ん
！
上
野

ー
は
、
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
に
、
散
髪

に
不
便
の
な
い
よ
・
つ
に
と
床
屋
さ
ん
用

の
り
っ
ぱ
な
回
転
椅
子
を
寄
贈
し
て
喜

ば
れ
て
い
る
。

　
通
学
道
路
に
危
険
標
識

　
交
通
安
全
週
間
の
事
業
と
し
て
、
こ

の
ほ
ど
通
学
道
路
（
国
県
道
を
除
／
、
）

米
穀
販
売
業
者
の
監
査
会

防
除
班
幹
部
講
習
会

学
校
給
食
事
務
説
明
会

郡
建
築
士
会
会
議
　
入
梅

家
庭
の
日
　
父
の
日

信
組
盃
野
球
大
会

社
会
福
祉
協
議
会

町
内
中
学
校
球
技
大
会
御

青
少
年
問
題
協
議
会

　
　
　
　
町
議
会
（
予
定
）

　
四
月
に
お
願
い
し
ま
し
た
巳

赤
社
員
増
強
に
つ
い
て
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
格
別
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
、
五
月
十
六
日
日
赤

県
支
部
へ
完
納
い
た
し
ま
し
た

　
ご
報
告
と
同
時
に
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
な
お
、
地
区
別
の
社
員
数
等

は
次
の
と
お
り
噌
、
す
。

（
地
区
）

千
手
上
野
橘仙
田
　
計

（
社
員
数
）

八
三
ハ

三
七
七

四
一
五

八
○
○

　
（
社
費
額
）

八
四
八
○
○
円

三
八
七
〇
〇
円

四
二
三
〇
〇
円

八
二
〇
〇
〇
円

　
年

　
賞
品
引
き
換
え
は
七
月
十
九
日
ま
で

で
す
。
お
忘
れ
な
く
。

　　賀奥ニ　ニ　 四
　〇　 ニノ、　　　＿
　○＿八
　円四人
ガ社七
　員八
キニ・〇

　五〇
　）円
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水1

　　ン
死1

事1

き
蟹

1故
う
1を

i言

　
昨
年
、
県
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故

の
う
ち
、
六
才
以
下
の
幼
児
は
三
十
二

名
、
水
死
事
故
は
六
才
以
下
で
七
十
九

名
で
す
。
こ
ど
も
を
水
か
ら
守
ろ
う
と

運
動
は
し
て
い
る
が
交
通
事
故
ほ
ど
関

心
が
な
い
。

　
昨
年
の
水
死
事
故
総
数
は
、
百
六
十

昭和41年水死事故者

水死の月別状況

に1

　
　
　
　
　
　
　
－
r
F
～
－
『
　
j
　

“
牟
多

三
人
で
、
前
年
の
貰
解
ご
二
人
に
比
べ

て
二
十
一
人
（
一
零
く
パ
：
セ
ン
ト
）

多
い
。
事
故
の
発
生
を
グ
ラ
フ
で
み
る

と
き
、
八
月
の
四
十
九
人
が
最
高
で
、

水
死
事
故
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
四
月

か
ら
六
月
の
農
繁
期
に
は
幼
児
の
事
故

か
圧
倒
的
に
多
い
。

一総数一・一一5才以下
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年令別

5

40

30

20

10

緬才以上
5才以下

60人

30．7％
総数
163人

78人

6～45才

2ε人
2乙5％、

47．8％

凋

監
視
を
お
こ
た
る
な

　
町
で
も
一
昨
年
二
件
、
昨
年
二
件
、

こ
と
し
一
件
の
水
死
事
故
が
起
き
て
い

ま
す
。
事
故
死
は
急
死
で
あ
る
か
ら
親

の
な
げ
き
と
い
き
ど
お
り
は
こ
と
に
い

た
ま
し
い
。

◎
幼
児
の
ひ
と
り
あ
そ
ぴ
、
幼
児
同
志

　
の
遊
ぴ
は
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
幼
児
の
事
故
は
家
庭
の
周
辺
が
多
い

　
の
で
、
危
険
な
場
所
は
防
護
に
じ
ゅ

　
う
ぶ
入
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぷ
声
ー
釦
す
二
や
か
に

須藤丸大山羽須中柳小清内根南櫃近高南小丸相柄数
藤巻山平田鳥藤総　林水山津雲間藤橋雲海山崎澤藤
　由　　　　　　　　　 美健　　　　　　日　久
幹美恵由　正和ミ和亮智一文和光貴禎出道美洋
夫手子紀努徳男ワ義弘子郎子浩徳久史夫弘子美徹充

鱒隆型解修離清豪健猛難婆課麟聾襟
三長二長長長長長長長三長郎長二二長長長長二二三
：男女女女男舅男女：男男女男二男舅男舅男男女女男男
　　　　　　　新　　　　　女
下塩下原仁仁仁町元元上上上田伊東中木寺高沖沖沖
　　　　　　　新　　　　　　　　　善屋　　　原
原辛原田田田田田町町野野野中友寺敷島尾田立立立

藤
巻
由
美
手

須
藤
幹
夫

川
崎
佳
代
子

修
長
男

實
長
舅

寅
行
長
男

剛
士
長
女

隆
二
女

勇
作
長
女

誠
；
勇

耕
作
二
女

越
ケ
澤

住
宅
金
融
公
庫
の

昭
和
四
十
二
年
度

　
住
宅
改
良
資
金
の
受
付

5
月
20
日
～
6
月
3
0
日

一
、
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　
ω
改
良
に
係
る
住
宅
の
所
有
者
で
自

　
　
ら
当
該
住
宅
に
居
住
す
る
こ
と
。

　
㈲
所
要
の
自
己
負
担
金
の
調
達
が
で

増
田
文
手

北
堀
優
美
子

中
條
裕
子

西
野
玲
子

新
一
長
女

仲
司
長
女

重
夫
長
女

婆
裏
女

寺大小室
　　白
尾倉倉島

昇
天
ー
御
め
い
福
を
祈
る

田和登小登富丸高高小
口田坂林坂井山橋橋幡
　　　長
ハキ高次ソカイトカト
ナク松郎カツセモソラ

木仁岩中岩上東赤高木
　　　屋　　 善
落田瀬敷瀬野寺谷倉落

六六七七七七八八八八
〇三〇五七八O二六八

た
か
さ
ご
i
御
円
満
に

雛総総論講募郎
中
村
春
舅

雲
野
　
好

高
山
　
茂

庭
野
シ
ズ
子

入
澤
忠
義

阿
部
夏
旱

長
野
　
巖

樋
口
　
庚

目
黒
政
市

矢
毒
襲
江

清
水
英
達

中
島
町

＋
日
町
か
ら

発
電
所
通
り

＋
日
町
か
ら

永
久
公
舎

＋
日
町
か
ら

四
郎
兼

中
里
村
か
ら

東
善
寺

山
梨
縣
か
ら

東
善
寺

　
き
る
こ
－
ご
o

　
⑬
元
利
金
の
償
還
の
見
込
み
が
確
実

　
　
で
あ
ぴ
、
か
つ
確
実
な
連
帯
群
証

　
　
人
が
あ
る
こ
と
。

二
、
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
る
工
事

　
増
築
・
改
築
・
修
繕

三
、
貸
∬
誤
度
額

　
敗
良
工
事
に
要
す
る
費
用
の
七
割
に

　
相
当
す
る
金
額
で
、
十
万
円
か
ら
、

　
三
十
五
万
円
ま
で
。

四
、
利
率

　
　
5
～
～
～
多
多

　
生
ハ
分

五
、
償
還
期
間

　
＋
年
以
内

　
◎
申
し
込
み
は
県
慰
玖
い
．
択
い
金
融

　
　
機
額
て
す
。

　
◎
詳
し
い
こ
と
は
役
場
土
木
係
へ
お

　
　
問
い
合
わ
せ
く
た
さ
い
。

自
転
車
を
盗
難
、
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
、
ぜ
ひ

防
犯
登
録
を

ず
新
婦
　
渡
邊
康
子
　
栃
木
縣
か
ら

驕
郎
蔑
璽
学
欝

◎
新
婦
　
板
場
　
悦
子
　
貝
　
野
か
ら

痴
郎
黒
米
作
下
平

◎
新
婦
　
富
井
ミ
ツ
イ
　
馬
　
場
か
ら

　
　
　
吉
樂
正
實
神
社
町

（
、
楽
良

　
　
　
田
口
信
子
木
落
か
ら

　
　
　
数
藤
　
實
沖
立

C
静
婦
星
名
　
リ
エ
　
十
臼
町
か
ら

　
　
　
清
水
　
　
　
寺
尾

ζ
新
婦
　
高
橋
　
好
子
　
高
　
倉
か
ら

礁　新
郎
　
吉
樂
常
作
　
神
社
町

　
新
婦
吉
樂
垂
＋
　
神
社
町
か
ら

総
離
雅
盤
か
ら

禽　新
郎
　
中
西
鵯
武
博
　
高
原
田

　
新
婦
　
金
澤
八
重
子
　
　
馬
　
場
か
ら

論
鶴
ヨ
霧
瀦
か
ら

碗　
新
郎
蔵
品
　
弘
霜
條

　
新
婦
小
海
　
キ
ミ
　
小
根
岸
か
ら

辮
詳
薯
鷲
か
ら

霧
器
鷲
螺
幹
ら

⑰　新
郎
　
富
井
　
政
光
　
上
　
野

　
新
婦
　
鈴
木
　
知
子
神
奈
川
縣
か
ら

　
　
　
ざ

す奄

雛
．
輩
㌍
聾
響
峨：》◎r◎・◎ヂむ・cぐ≧》（爽》◎飛》cぐt》◎rで》《允・◎rl◎・《☆》◎熊》◎ヂ≧》．◎飛》

新新新新新斯ヂ藩新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
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中
仙
田
小
の

ス
ポ
垂
ツ
テ
ス
ト

　
決
晴
に
め
ぐ
ま
れ
た
五
月
二
十
三
～

二
＋
凶
日
の
二
日
間
、
中
仙
田
小
学
校

に
お
い
て
五
年
六
年
生
の
ス
ポ
ー
ツ
テ

ス
ト
が
行
な
わ
れ
た
。
　
（
写
真
）

　
こ
れ
は
こ
と
し
か
ら
校
長
先
生
の
意

気
ご
み
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
発
足
し

春
と
秋
の
二
回
に
わ
け
、
児
童
の
運
動

能
力
と
体
力
と
を
計
ろ
う
と
い
う
も
の

で
、
第
一
日
目
は
保
坂
公
民
舘
主
事
と

睡『
』
■
響
7

L
、
・
｝
ぼ
鴫
馬
　
　
i

小
川
体
育
指
導
員
が
指
導
に
あ
た
り
屈

伸
、
反
復
横
飛
ぴ
、
跳
躍
な
ど
の
体
力

診
断
が
行
な
わ
れ
、
第
二
日
目
は
ボ
ー

　
ル
な
げ
、
シ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
、
鉄
棒

　
五
十
メ
ー
ト
ル
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。

児
童
用
の

一
自
転
車
は
身
体
に

　
あ
つ
た
も
の
を

　
　
こ
ど
も
に
自
転
車
を
せ
が
ま
れ
て
い

る
家
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
自
転
車
を
買
い
与
え
る
場
合
、

　
ま
ず
第
一
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

灘

い
こ
と
は
、
体
に
合
っ
た
も
の
を
与
え

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
ど
も
は
す
ぐ

大
き
く
な
る
か
ら
と
い
っ
て
お
と
な
の

自
転
車
な
ど
を
与
え
る
こ
と
は
危
険
で

す
。
　
自
転
車
が
体
格
に
ぴ
っ
た
り
あ
っ
て

い
る
と
、
と
っ
さ
の
場
合
に
避
譲
措
置

が
と
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
無
駄
な
体

ロ

㎝
力
を
使
わ
な
い
で
す
み
、
疲
れ
な
い
で

快
適
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
二
に
必
要
な
こ
と
は
、
ペ
ダ
ル
の

踏
み
方
、
ブ
レ
ー
キ
の
か
け
方
と
い
っ

た
安
全
の
乗
り
方
に
つ
い
て
で
す
。
ペ

ダ
ル
は
足
の
裏
の
広
い
部
分
で
踏
む
の

が
、
最
も
効
率
的
で
、
し
か
も
自
転
車

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
安
全
な
わ
け
で

す
。
　
ブ
レ
ー
キ
は
左
手
の
プ
レ
ー
キ
（
後

輪
）
か
ら
か
け
る
。
右
手
の
ブ
レ
ー
キ

を
先
に
か
け
る
と
転
倒
す
る
お
そ
れ
か

　
，
＝
…
＝
＝
＝
…
一
…
＝
…
＝
一
＝
一
＝
…
＝
…
≡
＝

責
任
重
し
、
運
転
者

　
免
許
と
名
の
つ
く
も
の
は
一
と
お
り

持
っ
て
い
る
の
に
、
自
動
車
の
運
転
免

許
だ
け
は
持
た
な
い
戦
友
が
い
る
。
昔

は
共
に
空
を
飛
ん
だ
ほ
ど
機
械
い
じ
り

が
好
き
な
男
、
車
を
買
う
金
が
無
い
わ

け
で
も
な
い
。
数
年
ぶ
り
に
こ
の
ご
ろ
．

会
い
、
何
で
も
ご
ざ
れ
型
の
キ
ミ
が
、

な
ぜ
自
動
車
の
免
許
だ
け
取
る
気
に
な

ら
な
い
の
か
、
と
聞
い
て
み
た
。

　
今
か
ら
十
年
ほ
ど
前
に
、
車
を
買
お

・
っ
と
真
剣
に
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ

う
だ
。
そ
の
こ
ろ
の
あ
る
日
、
同
僚
の

運
転
す
る
車
で
東
京
へ
行
っ
た
が
、
細

道
か
ら
飛
ぴ
出
し
た
オ
ー
ト
パ
イ
乗
り

を
は
ね
て
即
死
さ
せ
た
。
．
相
い
手
か
一

時
停
止
を
怠
っ
た
結
果
だ
と
い
・
つ
が
、

死
人
に
ク
チ
な
し
、
良
心
の
か
し
ゃ
く

の
ほ
か
に
、
当
時
の
金
で
三
百
万
円
の

あ
り
ま
す
。

　
第
三
点
と
し
て
は
、
交
通
の
ル
ー
ル

を
教
え
る
こ
と
で
す
。
自
転
車
も
道
路

交
通
法
上
の
車
両
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
通
行
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
道
路

交
通
法
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
左
側
通
行
と
か
右
左
折

れ
の
合
図
、
徐
行
、
一
時
停
止
と
い
・
つ

よ
う
な
こ
と
に
留
意
し
て
買
い
与
え
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

虫
丁
露
・
★
丁
虫
丁
堂
τ
血
丁
止
丁
★
丁
嚢
丁
虫
「
血
丁
＊
虫
丁
★
丁
重
丁
★
T
＊
虫
「
＊
＊
★
マ
＊
＊
＊
・
牢
血
＝
率
童
丁
童
丁
申
＊
雲
、
＊
＊
止
丁
＊
＊
＊
＊
＊
★
τ
＊
★
丁
止
丁
★
τ
＊
★
T

仙
田
で
人
権
法
律

相
談
所
を
開
設

　
幸
福
な
生
活
を
送
る
の
に
必
要
な
権

利
を
お
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
た
ぴ
、
そ
の
よ
う
な
問
題
そ
の

他
、
法
律
上
の
い
ざ
こ
ざ
ず
、
幻
困
り
の

方
の
た
め
に
町
で
つ
ぎ
の
と
お
り
相
談

所
を
設
け
ま
す
。
相
談
は
無
料
一
、
乱
、
内

容
は
絶
対
秘
密
に
さ
れ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
、
　
日
時
　
七
月
七
目
　
午
前
十
時
よ

　
　
　
　
　
り
午
後
三
時
ま
で
。

一
、
　
場
所
　
仙
田
出
張
所

子どもの眼
先生のか

お

　
　
　
　
佐
藤
房
雄

先
生
の
か
お
に
、
ひ
げ
が

生
え
て
い
る

先
生
は
き
っ
と
ま
い
臼

す
っ
て
こ
な
い
ん
だ
ろ
》
っ
と

お
も
う

先
生
が
め
が
ね
を
と
る
と
、
み
ん
な
が

わ
ら
う

で
も
ぼ
く
は
、
わ
ら
わ
な
い

ぼ
く
は
も
う
な
れ
た

先
生
が
お
こ
る
と
き
は
し
ん
け
ん
だ

先
生
が
は
な
し
を
す
る
と
き
も
し
ん
け

＝
…
三
…
＝
＝
…
＝
＝
…
＝
一
…
＝
…
＝
…
＝
≡
＝
＝
…
…
…
≡
＝
＝
＝
一
＝
≡
＝
＝
≡
≡
…
二
一
≡
…

慰
謝
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
大
金
の
あ
る
は
ず
も
な
く
、

そ
れ
を
苦
に
し
て
そ
の
同
僚
は
自
殺
し

た
。
若
い
奥
さ
ん
は
村
に
い
た
た
ま
れ

ず
、
三
人
の
お
さ
な
児
を
か
か
え
て
旅

館
の
飯
た
き
に
雇
わ
れ
て
行
っ
た
。
同

僚
が
も
し
運
転
免
許
を
取
っ
て
い
な
か

っ
た
な
ら
、
自
動
車
を
持
っ
て
い
な
け

れ
ば
、
こ
の
悲
劇
は
起

き
な
い
で
す
ん
だ
。
そ

う
痛
感
し
た
戦
友
は
、

愛
す
る
妻
子
の
前
で
、

頭
を
く
だ
か
れ
て
即
死
し
た
男
の
誕
を

慶
い
た
。
そ
の
入
が
一
家
の
大
黒
柱
だ

う
た
こ
と
か
ら
、
運
転
者
の
S
さ
ん
は

ホ
フ
マ
ン
方
式
で
一
千
万
円
の
賠
償
金

を
要
求
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
空
薙
で
仙
田
へ
帰
る
と
き
、
上
野
の

十
字
路
に
バ
ス
待
ち
の
知
人
が
い
た
と

す
る
。
乗
せ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
の
で

運
転
免
許
だ
け
は
絶
対
に
取
ら
な
い
こ

と
を
誓
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　
車
を
運
転
す
る
以
上
、
オ
レ
は
絶
対

に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
と
断
雪
ザ
、
き
る

者
は
い
ま
い
。
自
分
だ
け
が
い
く
ら
気

を
っ
け
た
と
レ
て
も
、
無
謀
な
ヤ
ツ
に

い
つ
ど
こ
で
出
く
わ
さ
な
い
と
も
か
ぎ

ら
な
い
。
つ
い
先
日
も
、
バ
，
ン
バ
：
に

　
　
　
　
　
　
断
わ
っ
た
か
、
そ
れ
で

　
　
　
　
　
　
も
ム
リ
に
乗
り
こ
ん
だ

　
　
　
　
　
　
の
で
そ
の
ま
ま
走
ら
せ

　
　
　
　
　
　
た
。
途
中
で
事
故
か
起

き
て
そ
の
人
が
死
ん
だ
場
合
で
も
、
運

転
者
は
S
さ
ん
と
同
様
の
慰
謝
料
を
支

払
う
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

　
運
転
者
な
ら
だ
れ
し
も
、
た
え
ず
万

｝
の
場
合
を
意
識
し
な
が
ら
運
転
し
て

い
る
。
上
野
に
バ
ス
待
ち
の
人
が
い
る

と
素
通
り
す
る
の
も
ぐ
あ
い
が
悪
く
、

そ
知
ら
ぬ
顔
で
藤
巻
医
院
の
前
あ
た
り

ん
だ
先
生
か
わ
ら
う
と
き
は
お
も
い
き
り
わ

ら
う
ぼ
く
も
先
生
み
た
い
に
な
り
た
い

た
い
お
ん
け
い

　
　
　
　
　
　
　
松
本

お、

と
う
さ
ん
は
、
、
．
・

お
か
あ
さ
ん
固
、
・
た
い
オ
　
　
　
る
も
っ

て
き
申
よ
し
た

は
か
っ
た
ら
あ
ま
り
ね
つ
」
、
μ
な
い
○
｝
．
・

お
と
・
つ
さ
ん
は
二
っ
七
リ
ス
ト
！
ブ
に

あ
て
て

お
か
あ
さ
ん
に
み
一
．
“
．
一
ま
し
た

四
十
一
ど
二
ぷ
一
．
一
ま
し
た

お
か
あ
さ
ん
は
、
に
こ
に
こ
し
て
い
ま

し
た
ね
え
ち
ゃ
ん
が
お
し
え
た
か
ら
で
す

　
　
　
　
（
千
手
小
雪
ん
こ
詩
集
か
ら
）

＝
＝
『
＝
＝
＝
…
＝
一
…
＝
≡
≡
一
二
＝
≡
一
≡
＝
＝
＝

ま
で
走
ら
せ
、
そ
こ
か
ら
左
折
し
て
又

エ
ン
宅
わ
き
の
細
道
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、

農
業
倉
庫
の
前
で
右
折
し
て
仙
田
に
は

い
る
、
こ
う
し
て
ヤ
レ
ヤ
レ
と
思
う
運

転
者
か
何
人
も
い
る
こ
と
を
わ
た
く
し

は
知
っ
て
い
る
。
シ
ク
ナ
シ
て
は
な
い

　
自
分
ひ
と
り
で
運
転
中
に
衝
突
し
て

も
身
か
ら
出
た
サ
ビ
、
他
人
様
に
ま
r
、

不
毒
は
及
ば
な
い
。
し
か
し
、
親
切
心

か
ら
乗
せ
た
掛
台
で
も
、
も
し
も
の
と

き
は
全
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
考
え
る
と
、
ウ
ッ
カ
リ
人
は
乗
せ

ら
れ
な
い
。
わ
た
く
し
も
二
種
免
許
を

持
っ
て
は
い
る
か
、
そ
れ
を
生
か
そ
う

と
し
な
い
の
は
こ
う
し
た
事
態
に
責
任

が
も
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。
き
び
し
い

責
任
が
つ
き
ま
と
う
運
転
者
の
立
場
も

知
ら
ず
、
空
車
な
の
に
オ
レ
を
見
て
も

止
め
な
か
っ
た
、
イ
ナ
野
郎
だ
、
な
ど

と
責
め
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
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パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
全
家
庭
に

「
明
る
い
家
庭

づ
く
り
十
二
章
」

　
こ
ど
も
が
安
定
し
た
環
境
の
中
で
良

く
自
分
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
う
し
て
も
明
る
い
家
庭
づ
く
り
が
必

要
で
す
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
こ

ど
も
を
育
て
る
親
と
し
て
、
新
し
い
時

代
に
生
き
る
青
少
年
の
よ
き
理
解
者
、

指
導
者
と
な
れ
る
よ
う
も
っ
と
親
が
勉

強
し
、
確
信
を
持
っ
て
指
導
し
て
頂
く

た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
全
家
庭
に
お
く
ば

り
い
た
し
ま
し
た
。
と
ど
か
な
か
っ
た

時
は
、
嘱
託
員
を
通
じ
て
役
場
内
青
少

協
あ
て
ご
連
絡
ね
が
い
ま
す
。

室
島
に
婦
人
学
級
の
歌

　
わ
た
く
し
た
ち
の
婦
人
学
級
は
、
こ

と
し
で
七
年
目
に
は
い
り
ま
し
た
。
そ

の
つ
ど
町
教
育
委
員
会
か
ら
指
導
を
受

け
、
い
ま
で
は
、
毎
日
の
生
活
と
切
り

離
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
た
い
せ
つ

な
学
級
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は

今
ま
で
の
学
習
を
再
検
討
し
、
さ
ら
に

自
主
的
な
勉
強
を
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
現
在
、
三
十
八
名
の
学

級
生
が
毎
月
一
回
、
楽
し
さ
の
中
に
も

き
ぴ
し
い
学
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
さ
き
ご
ろ
、
学
級
生
の
ご
主
人
で
あ

る
高
橋
善
治
さ
ん
か
ら
、
次
の
よ
う
な

婦
人
学
級
の
歌
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
（
室
島
婦
人
学
級
長
・
半
田
リ
ト
）

一
、

大
地
に
強
く
根
を
お
ろ
し

新
潟
海
の
庭
の
八
重
ざ
く
ら

い
く
と
せ
過
き
し
き
ぴ
し
さ
を

た
え
て
ま
ぶ
し
い
花
の
色

二
、
愛
は
あ
ら
し
に
ほ
お
え
み
て

　
　
学
ぴ
の
庭
の
八
重
ざ
く
ら

X
×
×
×
×
×
×
X
×
×
X
X
X
X
×
X
×
X
X
X
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
X
×
×
×
×
×
×
×
×
×
X
X
×
×
×
×
×
×
×
×
×
X
×
×
X
×
×
×
×
×
×
X
×
×
×
X
×

　
六
帰
四
日
は
ム
シ
歯
予
防
デ
ー
で
す

　
い
ろ
ん
な
歯
の
病
気
の
中
で
一
番
多

い
の
が
歯
そ
う
の
う
ろ
う
で
す
。
な
に

し
そ
お
と
な
三
人
に
二
人
が
罹
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
な
ん
の
た
め
に
歯
を
み
が

く
の
で
し
ょ
う
。
歯
の
表
面
や
間
に
残

っ
て
い
る
カ
ス
を
そ
ぎ
落
し
て
、
歯
を

溶
か
し
て
や
ろ
う
と
待
ち
か
ま
え
て
い

る
パ
イ
キ
ン
の
餌
を
な
く
し
、
虫
歯
を

防
ご
う
と
す
る
狙
い
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
な
ら
ば
食
事
を
す
ま
せ
た
あ
と
で

す
ぐ
歯
を
み
が
く
の
が
本
当
の
歯
み
が

き
法
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
お
と
な
も
食
後
や
甘
い

お
菓
子
を
食
べ
た
あ
と
は
、
か
な
ら
ず

水
か
お
湯
を
飲
む
と
か
口
を
す
す
ぐ
習

慣
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

　
次
に
先
月
に
続
い
て
ガ
ン
に
つ
い
て

書
い
て
み
ま
す
。

直
陽
ガ
ン
は
手
術
で
治
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
便
透
が
変
わ
っ
た
鱗
、
便
に

血
が
混
っ
た
り
、
痛
み
が
あ
っ
た
り
、

し
ぶ
り
腹
に
な
っ
た
ら
外
科
医
で
ガ
ン

の
検
査
を
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
筋
腫
と
子
宮
ガ
ン

　
ど
ち
ら
も
血
の
お
り
る
こ
と
だ
け
が

主
な
症
状
で
す
。
そ
れ
で
い
て
筋
腫
｝
は

良
性
で
絶
対
に
生
命
に
か
か
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
て
ガ
ン

の
ほ
う
は
捨
て
て
お
け
ば
一
〇
〇
パ
ー

セ
ン
ト
助
か
ら
な
い
。
六
割
が
手
お
く

れ
で
亡
く
な
る
と
い
う
病
気
で
す
。
こ

の
二
つ
の
見
わ
け
方
は
簡
単
で
す
。
子

懸劇繊一
宮
筋
腫
｝
の
出
血
は
、
生
理
に
関
係
す
る

か
ら
規
則
出
血
、
手
宮
ガ
ン
の
出
血
は

生
理
に
無
関
係
だ
か
ら
更
年
期
以
後
だ

と
、
ど
う
か
す
る
と
間
違
い
や
す
い
と

い
う
わ
け
で
す
。
ふ
し
ん
な
出
血
は
婦

人
科
で
検
査
を
受
け
ま
し
よ
う
。

タ
バ
コ
は
ヱ
レ
ガ
ン
ト
に

　
タ
バ
一
、
一
と
健
康
の
問
題
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
紙
巻
タ
バ
コ
の
け
む
り
の

中
に
ガ
ン
を
つ
く
る
発
ガ
ン
物
質
が
含

ま
れ
て
い
る
事
実
は
、
だ
れ
し
も
否
定

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
有
害
な
も

の
を
、
日
に
四
、
五
十
本
吸
う
と
い
う

の
は
、
や
は
り
自
分
で
自
分
の
墓
穴
を

堀
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
だ
タ
バ
コ
の
と
り
こ
に
な
っ
て
い

な
い
人
は
ど
う
ぞ
無
理
を
し
て
タ
バ
コ

に
近
よ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

す
で
に
ニ
コ
チ
ン
に
捕
え
ら
れ
て
い
る

人
は
、
後
輩
を
誘
惑
し
な
い
よ
う
に
願

い
ま
す
。
し
か
し
、
あ
な
た
が
心
臓
病

や
動
脈
硬
化
症
や
慢
性
胃
炎
で
な
い
か

き
り
、
禁
煙
に
努
力
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
、
一
日
に
二
十
本

以
内
に
と
ど
め
つ
と
め
て
フ
カ
シ
タ
バ

コ
に
し
、
煙
を
肺
の
奥
ま
で
吸
い
こ
ま

な
い
。
手
の
指
が
こ
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

吸
わ
ず
に
捨
て
る
。
タ
バ
コ
は
ス
パ
ス

パ
吸
え
ば
吸
う
ほ
ど
先
の
温
度
が
昇
り

発
癌
物
質
が
多
く
出
る
の
で
、
タ
バ
コ

は
ゆ
っ
く
り
と
エ
レ
ガ
ン
ト
に
吸
う
こ

と
と
い
っ
た
か
し
乙
い
吸
い
方
を
お
守

り
下
さ
い
。
そ
し
て
納
税
的
愛
国
精
神

を
じ
ゆ
う
ぶ
ん
味
わ
っ
て
下
さ
い
。

三
、

文
化
の
光
か
ざ
し
つ
つ

手
に
手
を
取
り
て
励
ま
な
ん

豊
か
な
か
お
り
室
島
の

お
み
な
は
庭
の
八
重
ざ
く
ら

し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
こ
の
里
に

ま
こ
と
の
花
を
飾
る
ら
ん

野
犬
、
放
し
飼
い

の
取
り
締
り

犬
の
登
録
と
春
の
狂
犬
病
の
予
防
注

射
も
終
り
ま
し
た
が
、
昨
年
に
比
べ
数

が
少
く
な
っ
て
お
り
、
未
登
録
の
犬
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
た
ぴ
未
登
録
犬
と
放
し

飼
い
犬
の
取
り
締
り
を
次
の
よ
う
に
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

六
月
十
五
日
朝
五
時
～

八
時
ま
で
　
取
り
締
り
機

関
　
十
日
町
保
健
所

　
な
お
、
以
後
予
告
な
し
に
取
り
締
り

つ
　
　
ゆ

梅
雨
時
の
　
＼
ば
ゆ
老
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
ふ
け
つ
、
・
＼
　
　
、

そ
れ
ー
ッ
、
こ
の
家

こ
そ
お
い
ら
繁
殖
の

場
所

声の町

　
こ
の
欄
を
お
か
り
し
て
、

あ
る
善
意
な
行
為
に
感
謝
の

気
持
を
お
伝
え
し
な
く
て
は

い
ら
れ
な
く
ペ
ン
を
取
り
ま

し
た
。

　
連
日
の
臼
照
り
で
ナ
ス
や

キ
ウ
リ
の
移
植
は
も
ち
ろ
ん

な
に
も
か
も
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
そ
う
し
て

い
る
。
こ
ん
な
と
き
に
火
を
余
し
た
な

ら
ば
・
…
3
思
っ
た
だ
け
で
ゾ
ー
ッ
ト

す
る
よ
う
な
臼
て
し
た
。
ま
し
て
夕
刻

か
ら
吹
き
出
し
た
風
に
は
ほ
ん
と
に
気

持
わ
る
い
よ
．
（
ノ
な
そ
ん
な
夜
を
迎
え
、

一
応
の
火
の
用
心
を
す
ま
せ
、
床
に
つ

け
ば
一
日
の
疲
れ
で
グ
ッ
ス
リ
と
寝
こ

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
．
で
も
夢
の
中
で

拍
子
木
の
か
す
か
な
音
を
聞
い
た
よ
う

に
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
わ
が
家
の
前

を
通
り
過
ぎ
や
が
て
遠
く
へ
と
去
っ
て

行
き
ま
し
た
。
私
は
よ
う
や
く
夢
で
な

く
、
あ
る
善
意
の
方
の
夜
ま
わ
り
と
気

づ
き
ほ
ん
と
に
心
あ
た
た
ま
る
思
い
で

し
た
。
私
の
町
内
に
は
確
か
夜
ま
わ
り

の
習
慣
は
無
か
っ
た
は
ず
で
す
。
で
も

こ
ん
な
乾
そ
・
つ
し
た
風
の
夜
、
し
か
も

私
が
時
計
を
み
た
と
き
は
竿
一
時
を
十

分
ほ
ど
ま
わ
っ
た
こ
ろ
で
し
た
。
こ
ん

な
善
意
を
無
に
し
て
は
と
私
は
あ
ら
た

め
て
わ
が
家
の
火
の
用
心
を
確
か
め
に

起
き
ま
し
た
。
五
且
二
十
六
日
の
風
の

夜
の
夜
ま
わ
り
の
方
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
（
中
屋
敷
の
主
婦
）

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
飼

育
者
の
良
識
を
ま
っ
て
、
町
か
ら
こ
れ

ら
の
犬
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◎
今
月
の

　
精
神
衛
生
相
談
日
は

　
六
月
十
四
日
（
水
）

1
、
〆 》　　 ＼

　　　、　　　、　、　　　　　　　、
、　　　　　　　　　　、
一　、　　　　　　　　　、
軸　　　　　　

、

覧＼
鋤醗・、＼

＼
、
＼
長

　
、

、

、
　
　
　
　
　
、

、
　
　
　
　
　
、

　
、

　
、
、　
　
、

＼ノ

§
渓

懸曾乃

蝿

　
　
　
午
後
一
時
～
三
時
ま
で

場
　
所
　
十
日
町
保
健
所

担
当
医
　
中
条
病
院
　
諸
橋
先
生

☆
　
☆
　
☆

砂
ぽ
窪
笹

　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
山
野
田
　
小
川
越
人

豆
蒔
く
や
三
指
に
し
て
三
粒
づ
つ

大
い
な
る
蝶
と
ま
り
た
る
双
葉
か
な

萬
緑
の
中
に
少
女
の
歯
の
白
し

戸
閉
め
せ
る
家
十
薬
の
咲
く
ま
ま
に

　
　
　
　
　
仁
田
　
丁
　
　
子

強
き
陽
　
を
背
に
感
じ
つ
つ
早
苗
と
り

　
　
　
　
　
大
倉
中
條
鉄
女

段
々
と
続
く
田
ん
ぼ
の
畦
を
塗
る

　
　
　
　
　
大
　
倉
　
　
金
子
洋
石

鯉
の
ぼ
貸
養
い
子
な
れ
ど
愛
深
く

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
　
江
P
凡
石

復
揺
の
新
し
き
露
も
檀
え
終
る

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
緑
風

水
た
た
う
代
臼
の
光
は
る
か
な
る

ゼρ帝P

楠
の




